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　 演習

非該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
2026ASカリ, 2025ASカリ, 2024ASカリ, 2023ASカリ

【専攻】生命科学，食品科学，食料生産および環境の保全と修
復などの分野における幅広い体系的な基礎学力と実践的技術力
とともに高い研究開発能力を修得している。

⇔

【専攻】農学分野で必要とされる情報収集・分析能力，批判的 農学分野、特に植物遺伝育種学に関する研究テーマを設定・遂
思考力を有し，農学分野での研究成果を発信できるグローバル 行し，得られた学術成果を論理的にとりまとめることができる。
な情報発信能力を有する。

⇔

授業の概要 アマランサス、ソバ、カブなど栽培植物の遺伝に関する幅広い知識と専門領域の最新知識を習得するた
めに，最新の学術論文や専門書を紹介・解説するとともに，栽培植物の遺伝・育種分野における新技術
の開発や新たな知見を得るために実験を実施する。また、必要に応じて遺伝資源探索等の現地調査を行
う。研究成果を学会等で発表するとともに，研究成果を修士論文として完成させる。

Contents:

授業計画 １．文献検索
２．課題の抽出 
３．実験計画の作成
４．実験技術の習得①
５．実験の実施①
６．実験技術の習得②
７．実験の実施②
８．関連学会参加および発表
９．実験の技術の習得③
１０．実験の実施③
１１．実験の実施④
１２．実験の実施⑤
１３．論文執筆指導①
１４．論文執筆指導②
１５．成果発表指導

成績評価の方法 研究への取り組みの様子，中間発表，学会参加と発表，修士論文提出とその内容，最終試験(修士論文発
表)の結果を総合して評価します。

成績評価の基準 秀： 授業の達成目標水準から見て卓越している
　　（分野横断的な技術・知識を活用して研究を実施し、適切に成果を発表している）
優： 授業の達成目標水準よりかなり上にある
　　（専門分野のみの技術・知識を活用して研究を実施し、適切に成果を発表している）
良： 授業の達成目標水準よりやや上にある
　　（研究を実施し、適切に成果を発表している）
可： 授業の達成目標水準にある
　　（研究を実施し、成果を発表している）
不可（D）： 授業の達成目標水準よりや下にある
　　（研究を達成できないか、もしくは、成果を適切に発表できていない）
不可（F）： 授業の達成目標水準にない
　　（文献を正しく読めない）

事前事後学習の
内容

研究室内他者の研究内容、プレゼンテーション手法についても把握し、お互いに指導、指摘し合う。ま
た、学会等に参加し学外の研究者の研究内容、プレゼンテーション手法についても観察し、学ぶべき所
は学ぶ。

履修上の注意 質疑応答には積極的に参加してください。

質問,相談への対
応

随時受け付けます。

学生へのメッセ
ージ

積極的に取り組んでください。

【教科書】 特に指定しませんが，必要に応じて資料を配布します。

【参考書】 各自の研究テーマに関連した資料を活用してください。


